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6 ) この分娩に至る事象による判別式を用いて external check を試み この判別式の早期産スクリー
ニング法としての実用性を認めた。
7 )上述の結果から，早期産の予測に多変量解析の手法を用いることは有用であると考える。
論文の審査結果の要旨
本論文は周産期死亡の大きな原因である早産の成因を知り，早産を予知することを目的としたもの
である。
まず多変量解析によって早期産の成因として，正期産とは明確に出現頻度に有意差のあるいくつか
の因子を妊娠前，妊娠経過中の母体および胎児・胎盤系から得られる情報のうちから明らかにした。
次いでこれらの各因子を用いて早期産と正期産の判別式を求め，両者の識別能力は特に胎児・胎盤系
因子を加えることで良好なことを示した
この方法は prospective にも実用性があり，産科診療の診断確率を高めるための有用かつ独創的方
法である。
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